▼みなさん、日本共産党です。この場所をお借りして訴えさせていただきます。
▼８月１５日、７２回目の終戦記念日を迎えました。いま、日本の政治は、戦争か平和かの歴史的な岐路にたっています。あの侵略戦争の反省を踏まえてつくられたのが日本国憲法です。憲法９条を守り抜き、憲法を生かした平和な日本を築くために、思想・信条の違い、政治的立場の違いをこえて、平和を願うすべてのみなさんが力をあわせることを、心から呼びかけるものです。

▽しかしみなさん。安倍首相は、アメリカとともに海外で戦争する国づくりに大きく踏み出しています。５月３日の憲法記念日に９条改悪を宣言しました。９条に自衛隊を書き加えることで、「戦力の不保持」と「交戦権否認」を明記する９条２項を空文化させ、海外で限定されることなく武力行使ができるようにしようとしています。日本共産党は、安倍政権による、日本を再び「戦争をする国」にしようとする暴走政治を許さないために、全力をあげる決意です。
▼７月の東京都議会議員選挙、仙台市長選挙など全国で、国政の私物化、憲法を壊す安倍自公政治にノーの審判が下されました。次は、解散・総選挙によって国民に審判を仰ぐべきです。日本共産党は、自民党・公明党とその補完勢力を少数に追い込むことをめざして、全力をあげる決意です。
▼みなさん。人類史上、初めて核兵器を違法なものとする核兵器禁止条約が、７月に採択されました。国連加盟国の約３分の２の国々が賛成したもので、世界は、平和と核兵器廃絶に向かって大きく動き出しています。ところが日本政府は、唯一の戦争被爆国でありながら、交渉に参加せず、「署名することはない」と言い放ちました。核兵器廃絶へと向かう、世界の流れに逆らう許しがたい態度をとり、被爆者・被爆地から厳しい批判と抗議の声があがっています。日本共産党は、日本政府が核兵器禁止条約への参加を真剣に検討することを強く求めます。
▽いま北朝鮮の核兵器・ミサイル開発をめぐって、アメリカと北朝鮮が軍事的な恫喝をエスカレートさせ、軍事衝突の危険性をはらむ、新たな事態へと深刻化しています。アメリカ・北朝鮮両国に、現在の危機を打開するために、無条件で直接対話に踏み出すことを求めます。日本政府は、憲法９条の立場で、平和的外交的努力こそ尽くすべきです。
▼みなさん。暴走政治との国民のたたかい、国会論戦を連日報道している、しんぶん赤旗・京都民報をぜひお読み下さい。「政治を変えるために何かしたい」とお考えのみなさんの、日本共産党への入党を心から呼びかけます。
▼８月２７日の日曜日、午後５時より、円山音楽堂にて日本共産党の大演説会を開きます。小池晃書記局長が訴えます。ぜひご参加ください。ありがとうございました。
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